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取材のご案内 

外国人材の受入れ、共生について考える 

-受入環境支援について、様々な立場の方と考える懇談会を開催- 

 

人口減少・高齢化が進む日本において、外国人材の活用が地方部を中心に急務となって

います。福井県の㈱農園たやでは、 技能実習生を単なる労働力として考えるのではなく、

実習生が日本滞在中に得た経験・資金などを帰国後に活かし、活躍できるように長年支援

してきました。2022 年にはその取り組みが「JICA 草の根技術協力事業」に採択され、イ

ンドネシア技能実習生のキャリア形成を促進するための支援強化を図っています。今回、

本プロジェクトの一環として、技能実習生を送り出しているインドネシア農業省職員を日

本へ招き、受入れ農家の視察などを含む研修を実施します。研修プログラムの一環として、

2月 1日（土）に行われる「外国人受入れ懇談会」概要を以下の通りお知らせしますので、

是非当日の取材をご検討ください。 

※取材希望の場合は、事前連絡をお願いします。 

 

「外国人材受入れ懇談会」 

・特定技能制度を使って農園たやで働く方々によるプレゼンテーション。 

・送出しや受入れに係る悩みや課題についての意見交換。 

 

＜日時＞ 2025年 2月 1日（土） 9：00～11：00 

＜場所＞ 福井県国際交流会館 第 1・2会議室（福井県福井市宝永 3丁目 1−1） 

＜参加者＞ 

・外国人技能実習／特定技能人材の受入れ農家（受入れ予定農家も含む） 

・インドネシア特定技能の方々 

 ・インドネシア農業省職員 ※派遣前訓練の担当トレーナー含む 

 ・福井県庁職員  

＜目的＞ 

・日本側農家の外国人材への理解促進および技能実習生／特定技能の受入れ先拡大 

・外国人材受入れに係る日本側農家の不安点、課題等をインドネシア側研修員が理解

することにより、実習生派遣前研修のプログラム改善に貢献する 

 



 

本邦研修日程表 

 

 

 

【本件に関する問い合わせ先】 

（独）国際協力機構北陸センター（JICA北陸） 担当：佐藤 

TEL 076-233-5931   e-mail：jicahric@jica.go.jp  

 

9:00 研修オリエンテーション 梶田未央（研修管理員）

10:00 技能実習生受入の実習状況と今後の展望
Drh. Muhammad Muharram Hidayat,
M.Sc（Agriculture Attaché）／
駐日インドネシア大使館

13:00 技能実習生受入れ状況および課題
田谷徹（農園たや　代表取締役／
プロジェクトマネージャー）

15:00 本邦における外国人材受入れの現状 佐藤寛氏／開発社会学舎

10:30 埼玉
技能実習生受入れ農家・実習生への状況
聞き取り、状況視察（農業省派遣）

深井ガーデンズ

15:30 群馬
技能実習生受入れ農家・実習生への状況
聞き取り、状況視察（農業省派遣）

須田園芸

10:30
技能実習生受入れ農家・実習生への状況
聞き取り、状況視察（農業省派遣）

柿沼農園

14:00 技能実習生受入機関との意見交換会 高松宣暁所長／I.A.E.A Japan

9:30
特定技能人材の就労状況聞き取り
（一般派遣）

農園たや

14:00
研修事業受入れ農家・研修生への
状況聞き取り、状況視察（農業省派遣）

陶芸の里農産組合「雪んこ餅」

9:00
福井県の外国人材支援体制についての
ヒアリング

福井県農林水産部園芸振興課

14:00
特定技能人材の就労状況聞き取り
（一般派遣）

長谷川農園

2/1 9:00 福井 外国人材受入れ懇談会
田谷徹（農園たや　代表取締役／
プロジェクトマネージャー）

2/3 14:00 東京 本邦研修の結果報告
Drh. Muhammad Muharram Hidayat,
M.Sc（Agriculture Attaché）／
駐日インドネシア大使館

研修内容 講師名／見学先

東京1/27

1/28

日付 時刻 研修先

福井

群馬1/29

1/30

福井1/31


